　乾湿計の使い方
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

乾湿計を使って湿度を測ろう
湿度を復習しよう

◎湿度は空気中の（　　　　　　　　　　）の割合を表した数値である。

◎湿度は（　　　　　　　　）計で測定することができる
◎湿度の割合は％で表す。→（　　　　　　％～　　　　　　　　％）の間で表す。

洗濯物と湿度
☆湿度の性質
	湿度が
	水蒸気（中身)が
	飽和水蒸気量（ガマン）に対して
	洗濯物は

	低いと，
	（少ない・多い）
	余裕が（ある・ない）
	（乾く・乾きにくい）

	高いと，
	（少ない・多い）
	余裕が（ある・ない）
	（乾く・乾きにくい）


· 水は乾くときに（水　→　水蒸気），熱をうばう性質がある。→（３６℃の汗をかいたシャツなのに冷たく感じる現象）
◎熱をうばう　=　温度が下がる。

◎布でぬらしている温度計の下がり具合が激しい　＝　水がよく乾く　＝　湿度が低い
湿度を求める道具（　　　　計）を使ってみよう
☆洗濯物の乾きやすさと湿度の関係を使って実験で湿度を求めよう
1． まず部屋の気温をはかる（ガーゼがついていない温度計の温度乾球温度）
（　　　　　）℃
2． 温度計の感温部（赤いところ）のガーゼ（洗濯物）をくみ置きの水（気温と同じ）で良くぬらす。
3． 水でぬらしたガーゼが湿度に応じて少し乾き、ガーゼの温度が気温より少し下がる。
4． 温度変化が落ち着いたら、
ガーゼ付きの温度計（湿球温度＝洗濯物の温度）の目盛りを読む

（　　　　　）℃
5． 乾球温度から湿球温度をひいた温度を計算する


　
（　　　　　）℃
6． 乾湿計の表（湿度表）を使って，湿度を読む。
この部屋の空気の湿度は（　　　　　　）％である。

湿度が低いと洗濯物が（　よく乾く　・　乾きにくい　）
水が蒸発するときに温度が（　上がる　・　下がる　）ことで湿度を測ることができる
